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参考文献・索引

本章の概要とねらい

この章では，本書全体の入り口として，マネジメント活動とマネジメント論（広義の経

営学）の全体像を提示する。まず，マネジメントはどのような活動かについて説明する。

次に，マネジメント論がどのように栂成されているのかについて述べる。その上で，本書

における第1章以降の概要を紹介し，本書をもとにマネジメント論を学ぶことで， どのよ

うな人材を目指していってもらいたいのか，執筆者陣の思いを示すことにしよう。

キーワード

マネジメント経営資源協働分業経営学会計学商学生産システム科学

ｂ
ｄ
０
０
１

、

1．マネジメント活動左は

マネジメント活動とは，何かをすることである。それはどのようなことな

のか。ちょっと奇妙な例だが，以下のような話をしてみよう。本書をテキス

トとした授業を受講している皆さんの机上にある何かを1cm動かすことが

できるだろうか。ほとんどのものは簡単に動かせるだろう。大阪府立大学中

百舌鳥キャンパスB1棟東大講義室の教卓はどうだろうか。 これは大きく重

そうにも見えるが，意外と軽く，教員ひとりでもlcmは簡単に動かすこと

ができる。

さて，南半球にウルルと呼ばれる物体がある。 これがどのようなものなの

かは，授業の中で触れられるかもしれない。そうでなければ， 自分で調べて

みてほしい。 このウルル，独力でlcrnでも動かせる人は間違いなく地球上

にひとりもいない。

これを動かすためには， もっと多くの人手（ヒト）が必要だ。それだけで

はなく，道具，資材，機械などのモノ， ヒトやモノを調達するための資金

エX
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新井康平 群馬大学社会情報学部准教授（第14章）
つじ みねお

辻 峰男一 現代システム科学域マネジメント学類教授（第15章）
やました かずひろ

山下和宏 姫路濁協大学人間社会学群産業経営学類教授（第16章）
こじま ひろふみ

小嶋宏文 現代システム科学域マネジメント学類准教授（第17.18章）
はなむら 、ちかひろ

花村周寛 現代システム科学域マネジメント学類准教授（第19章）
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